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今月の主な内容

■平成24年度　大山崎町当初予算� Ｐ２
■新しく職員が加わりました� Ｐ６
■平成24年４月から役場の組織が変わりました� Ｐ８
■ソメイヨシノを山崎聖天に植樹しました� Ｐ９
■エゴマプロジェクトの新規加入メンバーを募集� Ｐ10
■平成24年度　中央公民館の講座・教室の紹介� Ｐ10
■こどもの日に鯉のぼりが泳ぎます� Ｐ11
■平成24年度～平成26年度の介護保険料について� Ｐ11

ご
入
所
・
ご
入
学
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

町
立
各
保
育
所
入
所
式
、
町
立
各
小
・
中
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
第
二
大
山
崎
小
学
校
で
、
新
一
年
生
の
晴
れ
姿
を
取
材
。
天
気
も
よ
く
、

新
一
年
生
の
晴
れ
姿
も
よ
り
い
っ
そ
う
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

春
の
陽
気
に
、
遅
咲
き
だ
っ
た
桜
が
満
開
。
担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
て
、

元
気
に
「
ハ
イ
ッ
！
」
と
答
え
る
皆
さ
ん
の
、
新
た
な
門
出
を
祝
福
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。



2広報おおやまざき広報おおやまざき3

大 山 崎 町
当 初 予 算

平成24年度

歳
入
不
足
は
さ
ら
に
深
刻
に 　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
前
年
度
と
比
べ
、
８
，
４

０
０
万
円
（
１
・
７
％
）
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
義
務
的
経
費
で

あ
る
人
件
費
、
扶
助
費
そ
し
て
公

債
費
の
合
計
で
約
３
千
万
円
を
減

額
と
す
る
一
方
で
、
投
資
的
経
費

と
し
て
、
乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ

の
元
金
償
還
分
で
２
億
円
（
前
年

度
比
８
，
５
０
０
万
円
の
増
）
を

計
上
。
ま
た
、
旧
役
場
庁
舎
の
解

体
・
撤
去
費
用
７
千
万
円
を
計
上

し
た
こ
と
が
主
な
理
由
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
町
長
公
約
の
実
現
に
向
け
、
平

成
24
年
度
予
算
に
お
い
て
、
ま
ず

は
財
政
の
健
全
化
を
最
優
先
で
推

進
し
、
財
政
運
営
の
基
礎
固
め
を

行
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
早

急
に
必
要
な
も
の
に
は
積
極
的
に

投
資
す
る
べ
き
と
い
う
町
長
の
方

針
に
よ
り
予
算
総
額
が
２
年
連
続

で
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
は
、

前
年
度
と
比
べ
４
，
７
４
６
万
８

千
円
の
大
幅
な
減
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
減
額
の
主
な
要
因

は
、
固
定
資
産
税
の
う
ち
家
屋
の

評
価
替
え
に
伴
う
落
ち
込
み
で
、

前
年
度
と
比
べ
５
，
８
２
２
万
９

千
円
（
△
４
・
０
％
）
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
と
比

べ
８
千
万
円
増
額
の
５
億
９
千
万

円
を
計
上
し
、
普
通
交
付
税
の
振

替
措
置
で
あ
る
一
般
財
源
扱
い
の

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
前
年
度
か

ら
３
千
万
円
減
額
の
３
億
７
千
万

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

町
税
収
入
の
減
収
見
込
み
分
を
普

通
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
で

補
い
、
歳
入
を
確
保
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
22
年
度

ま
で
決
算
で
は
４
年
連
続
黒
字
と

な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
町
の
財

政
運
営
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

硬
直
傾
向
を
脱
す
る
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
歳
入
不
足
と
な
る
主

な
要
因
と
し
て
は
、
近
隣
市
町
で

課
税
さ
れ
て
い
る
都
市
計
画
税
を

課
税
し
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
平
成
17
年
度
に
策
定
し

① 

行
政
効
率
ア
ッ
プ
に
向
け

て
、
乙
訓
二
市
一
町
の
広

域
行
政
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す

② 

町
内
の
移
動
を
し
や
す
く

し
な
が
ら
、
町
民
の
活
動

す
る
場
の
拡
大
を
目
指

し
、
安
全
で
安
心
で
き
る

町
づ
く
り
を
進
め
ま
す

③ 

妊
娠
、
出
産
、
育
児
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
子
育
て
支
援
の
仕
組

み
や
福
祉
施
策
を
充
実
さ

せ
て
、
子
ど
も
を
健
や
か

に
育
て
る
町
づ
く
り
を
進

め
ま
す

④ 

天
王
山
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
環
境
の
再
生
に
取
り

組
み
ま
す

⑤ 

国
宝
な
ど
を
生
か
し
た
観

光
客
の
増
加
に
取
り
組
み

ま
す

前
年
度
よ
り
８
，４
０
０
万
円
の
増
と

２
年
連
続
の
増
額

会
計
別
予
算
額
の
内
訳

平成24年度

江下町長の
重 点 施 策

た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
で
は
、

都
市
計
画
税
相
当
分
と
し
て
町
税

の
見
直
し
に
よ
り
約
２
億
１
千
万

円
の
歳
入
確
保
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
町
税
の
見

直
し
は
実
施
す
る
こ
と
な
く
現
在

に
至
っ
て
お
り
、
こ
の
分
の
歳
入

不
足
が
引
き
続
き
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
多
目
的
広
場
代
替

地
の
道
路
用
地
へ
の
転
用
に
よ
る

売
却
収
入
約
１
億
円
を
含
む
町
有

地
の
売
却
収
入
３
億
１
千
万
円
を

計
上
し
、
さ
ら
に
町
の
貯
金
で
あ

る
財
政
調
整
基
金
の
残
高
２
億
１

千
万
円
全
額
を
取
り
崩
し
て
歳
入

不
足
を
カ
バ
ー
し
、
か
ろ
う
じ
て

歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て

い
ま
す
。
本
町
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。

一
般
会
計
予
算

問
＝
企
画
財
政
課
財
政
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
４
１
）

会
計
名

平
成
24
年
度
予
算

一
般
会
計

51
億
7
，2
0
0
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

15
億
７
，２
７
４
万
２
千
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計

６
億
６
，５
８
９
万
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

10
億
６
，５
１
７
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計

２
億
１
，３
２
０
万
円

自
動
車
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

２
，４
０
０
万
３
千
円

区
有
財
産
管
理
特
別
会
計

３
，９
６
１
万
３
千
円

特
別
会
計
合
計

35
億
８
，０
６
１
万
８
千
円

　
　
水
道
事
業
会
計

５
億
８
，１
０
２
万
７
千
円

　
　
総
　
　
　
　
計

93
億
３
，３
６
４
万
５
千
円

一
般
会
計 

▼
▼
▼ 

歳
入

0 10 20 30 40 50

町税の内訳

歳入
51億
7,200万円
（構成比）

町税
24億4,552万1千円
（47.3%）

地方譲与税 3,200万円（0.6%）
地方特例交付金 2,100万円（0.4%）
利子割交付金 1,200万円（0.2%）
自動車取得税交付金 1,100万円（0.2%）
配当割交付金 500万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金 280万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金 200万円（0.0%）

分担金および負担金 9,808万8千円（1.9%）
使用料および手数料 5,217万7千円（1.0%）
寄附金 651万2千円（0.1%）
繰越金 500万円（0.1%）

諸収入
1億1,199万7千円

（2.2%）
財産収入
3億1,275万2千円
（6.0%）繰入金　

2億2,800万4千円
（4.4%）

町民税（個人） 7億9,863万6千円
（32.7%）

1億2,000万1千円
（4.9%）

4億7,073万4千円（19.2%）

9億4,272万5千円
（38.5%）

9,760万円（4.0%）

1,582万5千円（0.6%）

町民税（法人）

固定資産税（個人）

固定資産税（法人）

町たばこ税

軽自動車税

地方交付税
5億9,000万円
（11.4%）

町債
4億4,620万円

（8.6%）

国庫支出金
3億8,530万6千円

（7.4%）

府支出金
2億5,864万3千円

（5.0%）

地方消費税交付金
1億4,600万円
（2.8%）

自主財源（63.0％）

源（37.0％）

歳入 内訳グラフ

※ カッコ内は各項目の、
町税全体に占める割
合です。

51
億
７
，２
０
０
万

集平成24年度 大山崎町当初予算 特

特  集
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議会費　1億302万円

総務費
9億1,853万9千円

民生費
17億3,144万8千円

衛生費
4億7,810万円

土木費
4億1,119万5千円

消防費
4億1,205万2千円

教育費
5億2,663万2千円

公債費
5億337万9千円

義
務
的
経
費
の
合
計
が
減
額

一
般
会
計 

▼
▼
▼ 

歳
出

総務費

旧庁舎解体撤去工事【新規】 7,000万円

事務事業外部評価【新規】 19万円

コミュニティバス運行実証実験【新規】 800万円

京都地方税機構負担金 1,142万円

民生費

障害者相談支援事業委託料【新規】 400万円

乙訓福祉施設事務組合負担金 2,542万円

国民健康保険事業特別会計繰出金 7,266万円

後期高齢者医療保険事業（特別会計繰出金を含む） 1億4,287万円

介護保険事業特別会計繰出金 1億5,469万円

子育て支援医療費助成【拡大】 2,983万円

衛生費
住宅用太陽光発電システム設置補助金【新規】 50万円

乙訓環境衛生組合負担金 1億4,629万円

商工費
観光マップ作成【新規】 50万円

天王山遊歩道整備工事 250万円

土木費

円明寺東・下植野団地側溝改修工事 3,260万円

円明寺団地歩道整備詳細設計委託料 330万円

都市計画マスタープラン見直し検討業務委託料【新規】 500万円

下水道事業特別会計繰出金 1億2,000万円

水道事業会計繰出金 1,870万円

消防費

乙訓消防組合負担金 3億3,248万円

第１分団消防車更新【新規】 2,250万円

放射線量測定機器購入【新規】 54万円

防災対策事業 1,965万円

避難所備蓄物資整備事業 487万円

教育費

大山崎小学校体育館外壁改修工事【新規】 530万円

大山崎小学校トイレ改修工事【新規】 1,200万円

第二大山崎小学校体育館外壁改修工事【新規】 530万円

労働費
2,790万5千円

農林水産業費
2,774万2千円

商工費
2,698万6千円

災害復旧費
2千円

予備費
500万円

人件費
12億7,628万6千円
（24.7%）

歳出
51億
7,200万円
（構成比）

扶助費
7億6,592万1千円
（14.8%）

補助費等
7億533万円
（13.6%）

普通建設事業費
4億1,436万円

（8.0%）

物件費
9億913万9千円

（17.6%）

維持補修費
5,015万1千円

（1.0%）

繰出金
5億918万3千円

（9.8%）

公債費
5億337万9千円
（9.7%）

貸付金 2,660万円（0.5%）
積立金  665万1千円（0.1%）
予備費 500万円（0.1%）

義務的経費
（49.2％）

投資的経費
（8.0％）

消費的経費
（32.2％）

歳出 性質別グラフ

歳出 目的別グラフ 主な事業と予算額 　
今
回
の
歳
出
予
算
の
特
徴
を
性

質
別
で
み
る
と
、
人
件
費
が
６
，

１
５
９
万
円
（
△
４
・
６
％
）
の

大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
職
員
の
定
年
退
職
に

伴
う
人
員
の
若
返
り
に
よ
る
減
額

が
主
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
扶
助

費
は
、
子
ど
も
手
当
の
制
度
改
正

に
よ
り
約
７
千
万
円
の
減
額
と
な

る
一
方
で
、
各
種
手
当
の
給
付
の

増
で
６
２
９
万
３
千
円
（
０
・
８

％
）
の
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
債
費
も
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど

の
元
金
償
還
の
増
額
に
よ
り
２
，

３
０
５
万
８
千
円
（
４
・
８
％
）

の
増
で
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
の

合
計
で
３
，２
２
３
万
９
千
円（
△

１
・
３
％
）
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
投
資
的
経
費
で
は
、
乙

訓
土
地
開
発
公
社
へ
の
庁
舎
用
地

取
得
費
の
支
払
い
残
金
６
億
８
０

０
万
円
（
平
成
22
年
度
末
時
点
）

の
う
ち
、
平
成
23
年
度
末
に
３
億

８
０
０
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

今
回
の
当
初
予
算
で
は
支
払
い
残

額
３
億
円
の
う
ち
２
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
旧
役
場

庁
舎
建
物
の
解
体
・
撤
去
経
費
と

し
て
７
千
万
円
を
計
上
し
、
旧
庁

舎
処
分
問
題
の
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
誌
４
月
号
の
特
集
記
事
「
大

山
崎
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０

１
１
」
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
平
成
25
年
度
以
降
の
当
初
予

算
を
編
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
ま
さ
に
町
の
行

財
政
運
営
は
「
崖
っ
ぷ
ち
」。

　
平
成
23
年
度
は
、
財
政
の
健
全

化
を
柱
に
無
駄
を
省
く
一
方
、
町

長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
行
政

の
広
域
化
に
向
け
た
基
盤
固
め
と

し
て
、
安
全
で
効
率
的
な
水
道
事

業
構
築
の
た
め
の
懇
談
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
循
環

バ
ス
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ
れ
に

加
え
て
、
小
学
校
の
体
育
館
耐
震

化
や
町
体
育
館
へ
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
設
置
な
ど
、
防
災
対
策
を

強
化
。
事
務
事
業
外
部
評
価
も
実

施
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
は
、
さ
ら
な
る
財

政
健
全
化
を
推
進
す
る
た
め
、
可

能
な
限
り
経
常
経
費
を
縮
減
す
る

一
方
で
、増
大
す
る
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
支
援
な
ど
福
祉
施
策
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
対

策
の
強
化
と
道
路
維
持
補
修
な
ど

の
ハ
ー
ド
整
備
や
都
市
計
画
見
直

し
検
討
へ
の
着
手
な
ど
、
平
成
24

年
度
当
初
予
算
は
、
来
る
べ
き
将

来
の
備
え
に
積
極
的
に
取
り
組
む

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
１
人
あ
た
り
で

歳
入
・
歳
出
を
見
る
と

歳
入
予
算
額

歳
出
予
算
額

町　　税
町
民
1
人
あ
た
り
の

町
税
予
算
額９０

，１
９
６
円

 

（
26
・
７
％
）　

法
人
分
町
税
予
算
額 

６
９
，３
１
９
円

 

（
20
・
５
％
）　

そ
の
他 １

７
７
，８
４
１
円

 

（
52
・
７
％
）　

※ 

平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
人
口
１
５
，３
３
１
人
で
計
算
し
て

い
ま
す

議
会
費

６
，７
２
０
円

総
務
費

５
９
，９
１
４
円

民
生
費

１
１
２
，９
３
８
円

衛
生
費

３
１
，１
８
５
円

労
働
費

１
，８
２
０
円

農
林
水
産
業
費

１
，８
１
０
円

商
工
費

１
，７
６
０
円

土
木
費

２
６
，８
２
１
円

消
防
費

２
６
，８
７
７
円

教
育
費

３
４
，３
５
１
円

災
害
復
旧
費

０
円

公
債
費

３
２
，８
３
４
円

予
備
費

３
２
６
円

集平成24年度 大山崎町当初予算 特
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環
境
事
業
部
建
設
課

地
域
整
備
係

平
井　
徹

健
康
福
祉
部
福
祉
課

大
山
崎
町
保
育
所

藤
谷　
美
咲

健
康
福
祉
部
福
祉
課

第
３
保
育
所

野
中　
直
美

健
康
福
祉
部
福
祉
課

社
会
福
祉
係

黒
崎　
勉

健
康
福
祉
部
福
祉
課

第
２
保
育
所

齋
藤　
朝
香

健
康
福
祉
部
福
祉
課

第
３
保
育
所

松
島　
未
季

健
康
福
祉
部
福
祉
課

児
童
福
祉
係

柳
瀬　
陽
平

　民間で働いてきた経験を生かせれば
いいなと思っています。戸惑うことも
あると思いますが、初心を忘れず頑
張っていきます。

　大山崎町で生まれ育ったので、大山
崎の子育てに係われることが嬉しいで
す。子どもたちのためにいい保育ができ
るよう、日々、成長していきたいです。

　早く仕事に慣れて、子どもたちから
も、保護者の方からも安心してもらえ
る保育士になりたいです。よろしくお
願いします。

　不安はいっぱいありますが、仕事を
きちんと覚えて、皆さんに１日でも早
く職員として認めてもらえるように頑
張ります。

　目の前の子どもたちと真剣に向き合
い、日々学んでいきたいです。笑顔で
明るく、一生懸命頑張りますので、よ
ろしくお願いします。

　子どもたちと毎日、明るく楽しく元
気に過ごしていきたいと思います。そ
して、子どもたちと一緒に自分も成長
していけるよう頑張ります。

　子育てに関する悩みを持つ皆さんの
助けになりたいと思っています。私自
身、今年子どもが生まれたので、同じ
視点で悩みを話していただきたいです。

ヒライ・トオル
道路、橋梁、河川などの維持管理担当

フジタニ・ミサキ
保育所勤務

ノナカ・ナオミ
保育所勤務

クロサキ・ツトム
社会福祉担当

サイトウ・アスカ
保育所勤務

マツシマ・ミキ
保育所勤務

ヤナセ・ヨウヘイ
児童福祉担当

総
務
部
税
住
民
課

課
税
係

上
田　
知
沙

　私は大山崎町に住んではいないので
すが、この町はとても自然が豊かで美
しい町だと感じています。さらに魅力
ある町にするために頑張ります。

ウエダ・チサ
固定資産税担当

総
務
部
総
務
課

総
務
係

大
北　
侑
季

　生まれ育った大山崎町で働けること
が、とても嬉しいです。職員、また住
民として、一生懸命、向上心を持って
大山崎町のために努力していきます。

オオキタ・ユキ
人事給与、研修担当

健
康
福
祉
部
健
康
課

健
康
増
進
係

永
井　
沙
苗

　至らないところもあるかもしれませ
んが、笑顔で一生懸命頑張ります。よ
ろしくお願いします！

ナガイ・サナエ
保健師

健
康
福
祉
部
健
康
課

高
齢
介
護
係

坂
口　
雄
太

　住民の皆さんの町に対する声に耳を
傾け、「住んでよかった。」と思える町
づくりのために何が必要かを考え、実
現していきたいと思います。

サカグチ・ユウタ
高齢者福祉、介護保険担当

新
し
く
職
員
が
加
わ
り
ま
し
た

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
大
山
崎

町
に
新
し
い
職
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。

11
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
、
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



8広報おおやまざき広報おおやまざき9

教
育
委
員
会

教
育
長

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長

学校教育課 学校教育係 小・中学校

生涯学習課

生涯学習係 中央公民館

スポーツ振興係 体育館

文化芸術係 歴史資料館

議
会 議会事務局 議会係

【役場新組織図】

監査委員 監査室　 （総務課兼務）

選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局　 （総務課内）

農業委員会 農業委員会事務局　 （経済環境課内）

固定資産評価審査委員会 固定資産評価審査委員会事務局　 （総務課内）

公平委員会 公平委員会事務局　 （総務課内）

町
　
長

副
町
長

総
務
部

企画財政課

秘書広報係

企画調整係 大山崎ふるさとセンター

財政係

総務課
総務係

管財係

税住民課

課税係

収納係

住民係

健
康
福
祉
部

健康課

保険医療係

高齢介護係 老人福祉センター

健康増進係 保健センター

福祉課
社会福祉係 福祉センター

児童福祉係 保育所

環
境
事
業
部

経済環境課
清掃環境係

経済観光係

建設課
地域整備係

都市計画係

上下水道課

上水道係

下水道係

業務・府営水道係

会計管理者 会計課 会計係

　
今
回
の
組
織
改
正
で
は
、
行
財
政
の
改
革
プ
ラ
ン

を
推
進
す
る
企
画
調
整
担
当
係
と
財
政
担
当
係
を
同

じ
企
画
財
政
課
に
配
置
。
そ
れ
に
よ
り
、
平
成
24
年

２
月
に
策
定
し
た
「
大
山
崎
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

２
０
１
１
」
を
着
実
に
進
め
て
い
く
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
町
民
健
康
課
の
高
齢
者
福
祉
・
保
険

医
療
係
を
２
つ
の
係
に
分
割
。
窓
口
年
金
係
の
業
務

の
一
部
を
総
務
部
の
所
管
と
し
、
よ
り
機
能
的
な
組

織
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

主
な
変
更
内
容

▼
課
の
再
編

　「
総
務
課
」「
税
財
政
課
」「
町
民
健
康
課
」
を
「
企

画
財
政
課
」「
総
務
課
」「
税
住
民
課
」「
健
康
課
」

に
再
編
し
ま
し
た
。

　「
税
財
政
課
」の
財
政
管
財
係
を
分
割
し
、財
政
係

を「
企
画
財
政
課
」に
、管
財
係
を「
総
務
課
」に
そ
れ

ぞ
れ
配
置
。

　「
町
民
健
康
課
」
の
窓
口
年
金
係
を
分
割
し
、
戸

籍
や
住
民
基
本
台
帳
の
事
務
を
扱
う
住
民
係
を
「
税

住
民
課
」
に
、
年
金
関
係
の
事
務
を
扱
う
保
険
医
療

係
を
「
健
康
課
」
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
町
民
健
康
課
」
の
高
齢
者
福
祉
・
保
険

医
療
係
を
分
割
し
、
保
険
医
療
係
と
高
齢
介
護
係
と

し
て
「
健
康
課
」
に
配
置
し
ま
し
た
。

問
＝
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
９
５
６
︱
２
１
０
１
（
内
３
８
０
）

平
成
24
年
4
月
か
ら

役
場
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

―
再
編
で
課
の
名
称
が
変
更
―

天
王
山
を
ま
も
る
会　

発
足
40
周
年
記
念

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
山
崎
聖
天
に
植
樹
し
ま
し
た

　
３
月
15
日
㊍
。
天
王
山
を
ま
も
る
会
の
発
足
か
ら
40
周
年

を
記
念
し
て
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
山
崎
聖
天
前
の
桜
の
広

場
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
20
本
を
植
え
ま
し
た
。
今
回
は
メ
ン

バ
ー
だ
け
で
な
く
、
江
下
町
長
も
参
加
。
皆
で
手
分
け
し
て

広
場
の
東
側
と
、
道
を
隔
て
た
西
側
に
桜
を
広
げ
ま
し
た
。

振
り
返
る
40
年
前

　
40
年
あ
ま
り
前
、
日
本
は
高
度
成
長
期
を
迎
え
、
京
阪
間

に
位
置
す
る
大
山
崎
町
（
当
時
は
大
山
崎
村
）
に
も
開
発
の

波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
平
地
部
の
住
宅
開
発
が

行
わ
れ
▼
鏡
田
団
地
▼
円
明
寺
が
丘
団
地
▼
下
植
野
団
地
が

誕
生
。
３
千
人
余
り
だ
っ
た
人
口
が
わ
ず
か
数
年
で
１
万
２

千
人
に
急
増
し
ま
し
た
。

開
発
の
手
が
天
王
山
に

　
ま
た
、
天
王
山
で
も
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、

開
発
の
手
が
伸
び
な
い
と
思
っ
て
い
た
山
頂
を
含
む
地
域

に
、
宗
教
施
設
を
建
設
す
る
と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た

の
で
す
。
町
は
急
き
ょ
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
⋮
。
緑
豊

か
な
天
王
山
を
守
る
た
め
、
町
は
府
や
国
に
働
き
か
け
ま
し

た
。
文
部
省
文
化
庁
に
も
対
応
を
求
め
、
文
化
財
保
護
法
で

天
王
山
を
守
る
手
だ
て
を
模
索
。働
き
か
け
の
か
い
が
あ
り
、

国
は
文
化
財
保
護
審
議
会
を
開
き
、
天
王
山
を
史
跡
指
定
し

て
開
発
か
ら
守
る
た
め
の
審
議
を
進
め
ま
し
た
。

故
郷・天
王
山
を
守
る

　
そ
の
さ
な
か
、
開
発
計
画
は
と
ん
挫
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
後
、
天
王
山
を
故
郷
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
末
長
く
守
っ
て

い
こ
う
と
い
う
町
の
呼
び
か
け
に
応
え
た
町
民
が
「
天
王
山

を
ま
も
る
会
」
を
結
成
。
▼
春
と
秋
の
清
掃
登
山
▼
会
誌
の

発
行
▼
桜
や
松
の
植
樹
▼
放
置
竹
林
の
整
備
と
多
方
面
に
渡

る
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

あ
の
頃
の
山
を
目
指
し
て

　
そ
し
て
40
年
目
の
記
念
植
樹
。
こ
の
桜
が
成
長
し
、
桜
花

爛
漫
に
咲
く
と
き
、
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
た
山
崎
聖
天

も
在
り
し
日
の
姿
を
取
り
戻
し
、
桜
の
名
所
と
し
て
復
活
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
天
気
の
良
い
日
に
山
す
そ

を
散
策
つ
い
で
に
、
天
王
山
を
ま
も
る
会
が
植
え
た
桜
を
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、今
は
小
さ
な
桜
の
成
長
を
、

末
長
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲40周年の記念植樹をする江下町長

天
王
山
を
ま
も
る
会 

総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

�

平
成
23
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
平
成
24
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
・
役
員
改
選
を
行
い
ま
す
。

と
き
＝
５
月
15
日
火
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
＝
役
場
３
階
防
災
会
議
室

問
＝
経
済
環
境
課
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
２
４
４
）



10広報おおやまざき広報おおやまざき11

恒例行事のお知らせ　

こどもの日に鯉のぼりが泳ぎます
エゴマまるごと体験事業

エゴマプロジェクトの新規加入メンバーを募集

皆
さ
ん
の「
学
び
合
い
の
場
」と
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

平
成
24
年
度 

中
央
公
民
館
の
講
座
・
教
室
の
紹
介

制
度
改
正
で
、保
険
料
額
が
10
段
階
か
ら
11
段
階
に
変
更

平
成
24
年
度
〜
平
成
26
年
度
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
毎
年
５
月
５
日
の「
こ
ど
も
の
日
」

か
ら
、
５
月
11
日
ま
で
の
１
週
間
は

児
童
福
祉
週
間
で
す
。
社
会
の
宝
で

あ
る
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
家

庭
や
地
域
で
豊
か
な
愛
情
に
包
ま
れ

な
が
ら
、
明
る
く
心
豊
か
に
育
っ
て

い
く
こ
と
は
、
大
山
崎
町
だ
け
で
な

く
日
本
全
体
の
明
る
い
未
来
へ
の
発

展
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
町
で
は
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

育
ち
を
願
い
、
庁
舎
正
面
入
口
右
側

の
国
旗
町
旗
掲
揚
ポ
ー
ル
に
、
鯉
の

ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
す
。
風
に
泳
ぐ
鯉

の
ぼ
り
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
な
子
ど

も
た
ち
を
重
ね
合
わ
せ
、
家
庭
、
地

域
で
育
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
未
来

に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
５
９
）

▲
昨
年
の
鯉
の
ぼ
り
の
よ
う
す

ニ
コ
ニ
コ
は

「
な
か
よ
く
し
よ
う
」
の

�

あ
い
ず
だ
よ

（
平
成
24
年
度

　
児
童
福
祉
週
間
標
語
）

　
介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
今
後
３
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
見
込
み
を

ふ
ま
え
、
新
た
な
保
険
料
額
に
改
定
。
被
保
険
者
の
方
の
負
担
に
配
慮
し
、
所
得
区
分
を
よ
り
細
か
く
し
ま
し
た
。

問
＝
健
康
課
高
齢
介
護
係
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
３
７
・
１
３
８
・
１
４
９
）

段階 対象者 料率 年間保険料額（基準
月額×12カ月×料率）

1
・生活保護受給者の方
・�老齢福祉年金受給者で、本人および世帯全員が住
民税非課税の方

0.45 27,000円

2 本人および世帯全員が住民税非課税で、本人の課税
年金収入と合計所得金額の合計が�80万円以下の方 0.5 30,000円

3
本人および世帯全員が住民税非課税で、１年間の本
人の課税年金等収入額と合計所得金額の合計が120
万円以下の方

0.6 36,000円

4 本人および世帯全員が住民税非課税で、第３段階対
象者以外の方 0.75 45,000円

5
本人が住民税非課税、同じ世帯の中に住民税課税者
がいる方で、１年間の本人の課税年金等収入額と合
計所得金額の合計が80万円以下の方

0.9 54,000円

6 本人が住民税非課税で、同じ世帯の中に住民税課税
者がいる方 1 60,000円

7 本人が住民税課税で、本人の合計所得額が125万円
以下の方 1.25 75,000円

8 本人が住民税課税で、本人の合計所得額が125万�1
円以上、�200万円未満の方 1.35 81,000円

9 本人が住民税課税で、本人の合計所得額が200万円
以上、350万円未満の方 1.6 96,000円

10 本人が住民税課税で、本人の合計所得額が350万円
以上、�500万円未満の方 1.7 102,000円

11 本人が住民税課税で、本人の合計所得額が500万円
以上の方 2 120,000円

分
野
（
開
催
回
数
）

講
座
・
教
室
名

内
容

子
育
て
支
援
教
室

子
育
て
料
理
教
室

乳
幼
児
の
マ
マ
の
た
め
の
役
立
ち
レ
シ
ピ

子
育
て
交
流
教
室

子
育
て
マ
マ
の
た
め
の
交
流
教
室

遊
び
の
広
場

乳
幼
児
と
マ
マ
た
ち
が
と
も
に
遊
び
で

リ
ラ
ッ
ク
ス

男
女
共
同
参
画
講
座

み
と
め
愛
プ
ラ
ン
講
座

男
女
が
と
も
に
生
き
る
社
会
を
学
ぶ

青
少
年
チ
ャ
レ
ン
ジ

講
座

チ
ャ
レ
ン
ジ
読
書
講
座

青
少
年
向
け
の
文
学
に
親
し
む
読
書
講
座

チ
ャ
レ
ン
ジ
科
学
講
座

身
近
な
テ
ー
マ
で
科
学
の
面
白
さ
を
学
ぶ

成
人
教
養
教
室

（
市
民
カ
レ
ッ
ジ
）

寄
せ
植
え
教
室

季
節
の
花
を
使
っ
た
楽
し
い
寄
せ
植
え
を

学
ぶ

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
デ
ジ
タ
ル
写
真
を
加
工

国
際
理
解
教
室

旅
行
で
は
体
験
で
き
な
い
外
国
文
化
に
触
れ

る

成
人
料
理
教
室

ス
イ
ー
ツ
作
り
教
室

大
好
き
な
ス
イ
ー
ツ
作
り
の
レ
シ
ピ
に
挑

戦
！

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

初
め
て
の
そ
ば
打
ち
体
験
に
挑
戦
！

パ
ス
タ
作
り
体
験
教
室

家
庭
で
手
軽
に
楽
し
め
る
パ
ス
タ
作
り
を

学
ぶ

パ
ン
作
り
体
験
教
室

家
庭
で
手
軽
に
楽
し
め
る
パ
ン
作
り
を
学
ぶ

図
書
講
座

（
シ
リ
ー
ズ
）

読
み
聞
か
せ
講
座

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
学
ぶ

古
典
文
学
読
書
講
座

日
本
の
古
典
文
学
な
ど
を
読
む

夏
休
み
子
ど
も
教
室

陶
芸
教
室

陶
芸
体
験

科
学
遊
び
教
室

科
学
実
験
な
ど
の
面
白
さ
を
学
ぶ

天
王
山
探
検

天
王
山
で
の
自
然
観
察
な
ど

淀
川
河
川
敷
探
検

淀
川
河
川
敷
で
の
自
然
観
察
な
ど

基準月額＝4,998円

　
今
か
ら
６
０
０
年
ほ
ど
前
、
中
世

の
大
山
崎
に
大
き
な
繁
栄
を
も
た
ら

し
た
荏え

胡ご

麻ま

油
。
そ
の
歴
史
に
着
目

し
、
荏
胡
麻
油
を
現
代
に
復
活
さ
せ

よ
う
と
、「
エ
ゴ
マ
ま
る
ご
と
体
験

事
業
」
で
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

町
職
員
が
協
働
し
て
荏
胡
麻
の
栽

培
、
搾
油
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
は
▼
ク
ッ
キ
ン
グ
▼

ア
ロ
マ
▼
エ
コ
ラ
イ
フ
▼
文
化
歴
史

の
４
つ
の
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
よ

り
幅
広
い
荏
胡
麻
の
魅
力
を
追
求
し

ま
し
た
。

対
象
＝
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員
＝
40
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費
＝
年
１
，
０
０
０
円

※
開
講
式
で
徴
収
し
ま
す

※�

ほ
か
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ご
と

に
参
加
費
な
ど
の
実
費
を
徴
収

※�

作
業
に
必
要
な
用
具
や
お
茶
、
昼
食

な
ど
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
方
法
＝
５
月
１
日
火
～
18
日
金

の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
昼
休
み
を
除
く
）
に
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
▼
住
所
▼
氏
名
▼

年
齢
▼
電
話
番
号
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を

左
記
ま
で
。

問
・
申
込
先
＝
生
涯
学
習
課

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
２
２
１
・

２
２
２
）

９
５
６
―
０
１
３
１

　
中
央
公
民
館
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
参
加
で
き
る
講
座
、
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
講
座
、
教
室
の
開
催
予
定

は
下
記
の
と
お
り
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
寄
せ
植
え
教
室

　
今
回
は
夏
も
丈
夫
で
安
心
な
「
多
肉

の
壁
掛
け
」。
終
了
後
、
寄
せ
植
え
に

つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。

と
き
＝
５
月
26
日
土
午
前
10
時
30
分
～

正
午

講
師
＝
柴
田
政
代
さ
ん
（
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
ｏ
）

対
象
＝
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

定
員
＝
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
費
＝
２
，
１
０
０
円

※
材
料
代
な
ど
と
し
て
当
日
徴
収

申
込
＝
直
接
ま
た
は
電
話
で
左
記
ま

で
。

受
付
＝
５
月
１
日
火
～
６
日
日

問
・
申
込
先
＝
中
央
公
民
館

☎
９
５
７
―
１
４
２
１

※
講
座
、
教
室
お
よ
び
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
開
催
時
期
に
あ
わ
せ
て
募
集
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す

※100円未満は50円以上は切り上げ、50円未満は切り捨てとなります
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□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題
　Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

Fire Department
消防ひろば　☎956-0119　 957-0999

□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題
　Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage
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まちの話題

TownTopics まちの話題

集
中
豪
雨
に
備
え
よ
う

　
５
月
は
﹁
水
防
月
間
﹂
で
す

　
も
う
す
ぐ
梅
雨
入
り
の
季
節
を
迎
え
ま

す
。
市
街
化
が
進
み
、
舗
装
さ
れ
た
道
路

の
多
い
都
市
部
で
は
、
短
時
間
に
多
く
の

雨
が
降
る
と
、
雨
水
が
土
に
し
み
込
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
舗
装
さ
れ
た
地
表
面

を
雨
が
流
れ
、
直
接
河
川
や
下
水
道
に
流

入
。
最
近
は
、
あ
ふ
れ
た
水
が
道
路
の
冠

水
や
地
下
街
な
ど
の
浸
水
被
害
を
引
き
起

こ
す
、都
市
型
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
や
道
路
冠
水

は
、
予
想
を
超
え
る
速
さ
で
襲
っ
て
き
ま

す
が
、
事
前
の
予
測
が
可
能
。
普
段
か
ら

一
人
ひ
と
り
が
十
分
な
対
策
を
考
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

シリーズ
救急救命最前線

救急現場からのメッセージや、
救急症例などを紹介します。

熱中症を予防して元気な夏を！
　熱中症の発生は7～８月がピーク。熱中症
を正しく理解して予防しましょう。
①暑さの感じ方は、人によって違う
　暑さに対する抵抗力は個人によって違いま
す。自分の体調の変化に気をつけ、万全の準
備をしてください。

②高齢者の方は特に注意が必要！
　熱中症患者のおよそ半数が高齢者（65歳
以上）。高齢者の方は暑さや水分不足を感じ
る機能や体の調整機能が低下するので、のど
の渇きを感じていなくても、こまめに水分補
給をしてください。また、暑さを感じなくて
も、扇風機やエアコンを使い温度調節をする
よう心がけましょう。

③ 協力して予防を呼びかけ合うことが
大切！

　一人ひとりが周囲の人に気を配り、熱中症
の予防を呼びかけ合い、熱中症の発生を防ぎ
ましょう。熱中症にかかりやすい高齢者、子
どもなどは、周囲が協力して注意深く見守る
ようにしてください。

④ 節電を意識しすぎて、予防を忘れない！
　節電を意識しすぎて、健康を害することが
ないように、気温が高い日は無理な節電はせ
ず、適度に扇風機やエアコンを使いましょう。

～熱中症になった時の処置～
①涼しい場所へ避難させる
②衣服を脱がせ、身体を冷やす
③水分・塩分を補給する
※�自分で水を飲めない場合、意識がない場合
は、すぐに救急車を呼んでください

集
中
豪
雨
か
ら
身
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

日
頃
か
ら
の
心
が
け

▼�

事
前
に
付
近
の
危
険
個
所
な
ど
を
把
握

し
て
お
く

▼�

自
宅
周
辺
の
排
水
溝
な
ど
点
検
し
、
清

掃
し
て
お
く

▼�

避
難
場
所
と
持
ち
出
し
品
を
確
認
し
て

お
く

天
気
の
急
変
に
備
え
る

▼�

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
タ
イ
ム
リ
ー

に
気
象
情
報
を
収
集
し
て
く
だ
さ
い

▼�

河
川
敷
で
「
水
か
さ
が
増
え
て
き
た
」

「
川
が
に
ご
っ
て
き
た
」「
流
木
や
落
ち

葉
が
流
れ
て
き
た
」
と
い
う
状
況
で
あ

れ
ば
、
上
流
付
近
で
大
雨
が
降
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。雷
が
鳴
っ
た
り
、

雨
が
降
り
始
め
た
ら
急
い
で
安
全
な
場

所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い

豪
雨
の
こ
ん
な
と
き
に
は

▼�

「
こ
れ
く
ら
い
の
雨
な
ら
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
避
難
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
近
所
の
人
が
避
難
を
し
な

い
か
ら
「
私
も
大
丈
夫
」
と
油
断
を
せ

ず
、
率
先
し
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い

▼�

水
深
や
水
の
流
れ
の
速
さ
を
考
慮
し

て
、
避
難
が
危
険
だ
と
判
断
し
た
場
合

は
、
無
理
を
せ
ず
に
家
の
２
階
や
屋
根

な
ど
の
高
い
所
で
救
助
を
待
っ
て
く
だ

さ
い

▼�

車
で
の
避
難
は
危
険
で
す
。
水
圧
で
ド

ア
が
開
か
な
く
な
っ
た
り
、
パ
ワ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
が
動
か
な
く
な
り
脱
出
不
能

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く

歩
い
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　「
消
火
器
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
消

火
器
の
不
適
正
な
点
検
を
行
っ
た
り
、
点

検
費
用
と
し
て
高
額
な
金
額
を
請
求
す
る

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
悪
質
な
消

火
器
の
訪
問
点
検
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
被
害
を
未
然
に
防

止
し
て
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を
求
め
る
。

②
は
っ
き
り
と
点
検
を
断
る
。

③
契
約
書
に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い
。

※�

消
防
署
で
は
消
火
器
の
販
売
・
回
収
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん

3

3

3

23

11

24

森林の保全および利用に関する協力協定調印式

町議会議員の皆さんと清掃ボランティアをしよう会

大山崎中学校吹奏楽部　第９回定期演奏会

天王山の森林整備活動が活発化

きれいな町でお出迎え

卒業生、最後の晴れ舞台

　天王山の森林整備は、これまでボランティア団体や企業
が参加して進められてきました。そこに、新たに龍谷大学
が参加。環境問題や社会貢献活動を実践的に学ぶ講義の一
環として、学生たちが研究を行い、天王山の整備をするこ
とになりました。
　森林の保全、利用に関する協定を結ぶ調印式には龍谷大
学のほか、京都林務事務所長と京都モデルフォレスト協会
などに同席いただきました。孟宗竹が侵食した山に、新た
な若い風が吹きこみます。

　大山崎町商工会建設部会が行った清掃活動。今回は１６
人が参加し、晴れ渡った空の下、ゴミ袋を片手に駅周辺
からアサヒビール大山崎山荘美術館までの道のりを歩き
ました。
　観光シーズンを前に行われるこの活動には、平成２０年
度から町議会議員有志の皆さんも参加。今回のゴミ拾い
では不法投棄などの大型ゴミは見つかりませんでしたが、
地面に張りついたガムに頭を悩まされることも。小さな
ゴミだからと油断せず、ゴミはきちんとゴミ箱に。自分
自身の手で町の美しさを守りましょう。

　「心に響け！MUSIC」と題して、町体育館で行われた、
大山崎中学校吹奏楽部による定期演奏会。いつも大勢の
方が訪れ、会場がいっぱいになる人気の恒例行事です。
あまりの人気に今回は２４日土と２５日日の２日間に分けて
開催。卒業をむかえた３年生も参加し、出演する中学生
たちは２日間、全力で演奏しました。卒業生の最後を飾
る力強い音に、観客の皆さんは聞き惚れるばかり。
　３部構成の演奏会の中では、「朝鮮民謡の主題による
変奏曲」や「ノートルダムの鐘」などの曲のほか、ペッ
トボトルやドラム缶、体を使って音を出すストンプも披
露。元気いっぱい、心弾む演奏会になりました。

協定を結んだ（左から）江下町長、龍谷大学・赤松学長、京都モデルフォ
レスト協会・今尾理事


